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出前授業を利用した中学生のものづくり力向上の検討
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Today， inorder to activate Japan's巴conomy，1t 1S necessぽYto aim for technological innovation姐 dfoster 
α巴ativeengineers. So，creativi勿巴ducationshould be carried out at an巴arlierstage. However， Kagoshima Prefecture 
has so many solitぽyislands and small-scale schools， which are short of teachers in charge ofαaft and hom巴
巴conomicsand poor in educational equipm巴nt.That means血erear巴veryfew opportuniti巴sfor school children to 
expenenc巴craft.
The au血oret al. tri巴dgiving也emsuch opportunities so白紙也eywould be interested in craftwork and develop 
th巴1fcr回 tivity.Moreover， plain English was used in th巴l巴cturefor them to be intemationally-minded in the fu仰向.
As a result，出巴 t巴acherscam巴tounderstand也en巴C巴sityof cr巴auvlty巴ducationand血estudents were mov巴dto 
make也ingson their 0羽'I1.
Keywords : Delivery Lec旬res，Craftwork， Creativity， Solitary Island， Small-scale SchoolsフEnglish
1 はじめに
現在， 日本の経済を活性化するにあたり，さらなる
技術革新を目指し，独意IJ酌な発想を持つ技術者の育成
が必要課題とされている，そのためには高等教育機関
入学以前から，すなわち，小中学生の頃からものづく
り教育が必須となってくる.そこで，高等教育機関の
専任教員が小中学校の現場に出向いて出前授業を実施
して生徒の創造力の育成を図っている例が多く王国さ
れているl)~8) また， 出前授業として，生徒のみなら
ず教諭を対象にした例も報告されている 9) 一方，鹿
児島県は離島が多く ，ものづくり教育を行うにも，技
術家庭科の専任教諭不足や教育設備が不備であるなど
の理由で，ものづくりの機会が少ない状況である.そ
こで，本校の講師陣が現場に出向いてものづくり教育
を実践し，離島?小規模校の生徒達にものづくりに対
して興味を持ってもらうと同時に創造力の育成を試み
た，さらに，将来グローパル社会に適応で、きるように，
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講義は簡単な英語で行し、英語力の増強についても検討
した また，グルーフ。で助け合って製作することで，
肯定的自己理解と白己有用感の獲得に役立ち， ロボッ
トの必要性と製作方法を理解することで，興味?関心
に基づく職業観?勤労観の形成及び進路計画の立案と
暫定的選択， 生き方や進路に関する現実的探索が自発
的に可能になるなどキャリア教育の目標達成もねらっ
た，
2 出前授業の手法
本出前授業のタイトノレは「手作りロボット講座」で
あり，製作するロボットの種類にもよるが，講義は 1
日もしくは2日間で実施している. 1時閣ほどパワー
ポイントで、講義を行った後，実際にマシンを製作し，
その後できばえを評価する目的で簡単な競技を行う.
そして，それぞれのマシンの改善点について各自発表
してもらい，講師が補足説明や助言を行う PBL方式で
授業を実施している.まず，ロボッ トの必要性につい
て具体例を取り上げて説明し，その歴史について国内
と国外の場合を系統的に説明L，メカニズムについて
細かく解析する，生徒が興味を抱き始めた頃，製作す
るマシンについて実物をもとにメカニズ、ムや組み立て
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方法を説明し，実際に自ら手に触れさせることにより，
生徒は早く作ってみたいという気持ちになる.
次に，将来，グローパルに活躍できる技術者に少し
でも近づけるよう，製作手)1慎の説明は英語表現でも行
った.以下に，その例を示す.
その 1
「ドライパーを右に回す.Jは
誤:The screwdriver is tumed to血eright.
正:The screwdriver is tumed c1ockwise. 
その 2
英語と米語で綴りや表現が異なるものは，
アルミエウムは，英:alurniniurn，米:alurninurn 
万力は，英:vise，米:vice 
スパナは，英 spanner，米:wrench 
その3
雄ねじは二種類あって，
ピス[英語ではなくフランス語 visJ は特に小さい
雄ねじ
ボルト [boltJ は通常の雄ねじで，ナットと組み合
わせて，機械，構造物を固定するのに用いる.
その4
トランペットやホルンは黄銅 [brassJでできている
から，それらの金管楽器の楽団をブラスパンド
[brass bandJ という.
3 出前授業の静価および考察
平成19年度に著者らが実施した出前授業の中で，離
島中学校に関しては表 lに示すとおりである.受講し
た生徒数は全部で 123名，教諭は24名であった.
表1 平成 19年度実施の離島中学校
No. 学校名 全校生徒数 参加生徒数 参加教諭数
l 名柄中学校 5 5 5 
2 尾母中学校 11 11 3 
3 俵中学校 10 9 5 
4 薩川中学校 5 4 2 
平島中学校諏訪
5 3 3 2 
瀬島分校
6 宝島中学校 6 6 2 
7 第二中学校 28 26 3 
8 伊仙中学校 102 59 2 
今回，市販のロボットキット教材を使用し，直径 5
センチのスポンジボールをターゲットまで運搬する 3
チャンネルリモコン操作型ロボットを生徒とともに教
諭も製作した.図 lに完成品を用いたコンテストの様
子を示す.このように，生徒と教諭が一体となっても
のづくりを堪能できた様子が伺える.
図1 生徒と教諭とのマシン対決
次に，図 2から 13は生徒の授業評価アンケートの結
果について示す.これらの結果より，今回の出前授業
が離島中学校の生徒にとって有効であったことがわか
る.特に，図 2から 5で示すように比較的理系に興味
の無かった生徒が 10-----20免占めていたが，出前授業の
終了時には，図6や図9の結果より，ほとんどの生徒
にとって有意義であったことが伺える.
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図2 理科・数学が好きですか
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図3 実験・観察が好きですか
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図4 理系に進学したいと考えているか
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図5 理系の職業に就きたいと考えているか
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図6 授業は面白かったか
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図7 授業で取り扱った肉容は難しかったか
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図8 授業内容は自分なりに理解できたか
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図9 またこのような慢業があったら参加したいか
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図 10 理科・数学について知りたいことを自分
で翻べようと思う気になったか
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図1 研究者を身近に感じるようになったか
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図12 科学技術や，理科・数学に関する興味・
関心が増加したか
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図 13 研究機関で実施されている研究につい
て具体的なイメージをもつようになったか
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図14 生徒たちにとって授業は楽しかったか
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図 15 授業は生徒にとって難しかったと思うか
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図 16 授業の内容を生徒たちは自分なりに理
解できたと思うか
また，図にはないが，図 2において理科や数学が「嫌
いJ， rどちらかといえば嫌いJな生徒が今回 18仙、た
が，出前授業終了時には， r授業がおもしろかったJが
90免を占める結果となった.さらに，理科や数学が嫌い
な生徒でも，理解約 80話の生徒が授業内容を大体理解
できたとなっており，次回も参加したいという意見で
あった.それだけでなく，約 80免の生徒が科学技術や
理科・数学に対する興味・関心が増加したという回答
を得た. したがって，これらの生徒の評価より今回の
授業の効果が十分伺える.
生徒だけでなく，参加した教諭からみた授業評価に
ついても検討した.図 14から 18と表2から 4がその
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図17 事前打ち合わせは十分だったと思うか
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図 18 今回の綬業の年間綬業計画における学
習指導よの位置付けを講師に伝えたか
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図 19 当初計画していたねらいを達成するこ
とができたと思うか
結果であり，教諭の観点からも今回の出前授業は有効
であったことが伺える. しかし，表2にあるように，
日程調整が困難であるが，十分に事前連絡，研修を重
ねることによって改善されることが考えられる.また，
授業内容について， r難しかったJ， rどちらかといえば
難しかったJの割合は必ずしも少なくはない. したが
って，プレゼンテーションの工夫や製作するマシンの
難易度の軽減についても課題として検討していく.
なお，上記中学校の生徒が，今回の出前授業を機に
本校を進路先に選択し，情報工学科を受験して見事合
格したことも追記する.
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表2 実施方法 ・手)1目 実施の効果や課題
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4 まとめ
技術家庭の専任教諭が不在である鹿児島県の離島中
学校に出前授業 f手作りロボット講座Jを実施し，生
徒遣にものづ くりに対 して興味を持ってもらうと同時
に創造力の育成を試みた. その結果，生徒も教諭もも
のづく りを十分堪能し，出前授業が創造力の育成に有
効であるこ とが実施後の授業評価で明確になった， し
かし，出前擾業で最も問題となるのは講師の出張旅費
である.離島の場合は大阪までの交通費に相当するこ
ともあるので授業の回数が限定され，教材は受益者負
表3 教諭にとっての意義 ・効果
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担で依頼せざるを得ない状況にある.今後， 出前授業
を継続 していく ためには，教育委員会や地方自治体等
による支援についても検討しなければならない.
また，今回.8校 も離島中学校への出前授業が可能
になったのは，クラブ活動の競技大会や地元の教育研
修で同席した中学校教諭とのこれまでに築いてきた交
流のおかげで円滑に実施できた.ものづくり教育を向
上するためにも，これからも， 継続 して積極的にこち
らから中学校との交流を深めていかなければならない，
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表 4 教諭の所属する学校にとっての
波及効果について
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